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(57)【要約】
【課題】各システム電圧のうちのいずれのシステム電圧
に異常が生じているか否かを示すのに用いる表示素子と
、これ以外の表示に用いる表示素子との共用化を図るこ
とのできる電子機器の異常表示装置を提供する。
【解決手段】本発明の電子機器の異常表示装置は、電子
機器のシステム内部で使用する各システム電圧を生成す
る電源回路1と、電子機器の入力電源をオンして電子機
器が立ち上がる前までの間に各システム電圧が正常に立
ち上がったか否かを検出する電圧監視回路2と、電圧監
視回路2からの信号の入力により各システム電圧のうち
のいずれのシステム電圧に異常が生じているか否かを示
す表示素子6b～6dと、各システム電圧が立ち上がった後
に表示素子を各システム電圧の異常を示すのに用いる表
示モードからこの表示モード以外の表示モードに切り替
える切り替え信号S1が入力されて表示素子6b～6dの表示
モードを切り替えるスイッチ素子5a～5cと、を備えてい
る。
【選択図】　図4
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器のシステム内部で使用する各システム電圧をそれぞれ生成する電源回路と、
　前記電子機器の入力電源をオンして該電子機器が立ち上がる前までの間に前記各システ
ム電圧が正常に立ち上がったか否かを検出する電圧監視回路と、
　前記電圧監視回路からの信号が入力されて前記各システム電圧のうちのいずれのシステ
ム電圧に異常が生じているか否かを示す表示素子と、
　前記各システム電圧が立ち上がった後に前記表示素子を前記各システム電圧の異常を示
すのに用いる表示モードから前記システム電圧の異常を示すのに用いる表示モード以外の
表示モードに切り替える切り替え信号が入力されて、前記表示素子を前記各システム電圧
の異常を示すのに用いる表示モードから該表示モード以外の表示モードに切り替えるスイ
ッチ素子と、を備えていることを特徴とする電子機器の異常表示装置。
【請求項２】
　前記システム電圧が立ち上がった後に、前記スイッチ素子を介してシステム異常制御信
号が入力されて前記システムの異常を前記表示素子に表示させることを特徴とする請求項
１に記載の電子機器の異常表示装置。
【請求項３】
　更に、中央演算処理装置と、電子機器の動作を管理するチップセットとを備え、前記電
圧監視回路は、前記システム電圧の検出情報をエンコードして、いずれのシステム電圧に
異常が生じているか否かを示す点灯制御信号を前記スイッチ素子を介して前記表示素子に
出力することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の電子機器の異常表示装置。
【請求項４】
　前記各システム電圧が時系列的に前記電圧監視回路に入力され、該電圧監視回路は、時
系列的に前記各システム電圧の異常を検出することを特徴とする請求項３に記載の電子機
器の異常表示装置。
【請求項５】
　前記切り替え信号が前記チップセットから出力されることを特徴とする請求項３又は請
求項４に記載の電子機器の異常表示装置。
【請求項６】
　前記表示素子がＬＡＮコネクタに設けられているＬＥＤであり、前記システム異常制御
信号がＬＡＮコントローラから前記スイッチ素子を介して前記表示素子に入力されること
を特徴とする請求項２ないし請求項５のいずれか１項に記載の電子機器の異常表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器の異常表示装置の改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータ等の電子機器では、多数の独立した電源が使われている。これ
らの電源には、電源の立ち上がりシーケンスが規定されている。この種の電子機器では、
その各システムが起動できなかったときに、いずれの電源に異常が生じているかを判別す
るために、専用のＬＥＤ等の表示素子を点灯又は消灯させる技術が知られている（特許文
献１参照）。
【０００３】
　また、サーバに用いられる電子機器では、ＢＭＣ（Baseboard Management Controller
）というＩＰＭ仕様に基づき、遠隔地から電源、温度、メモリ、バス等の状態監視、電源
のOn・Off等を行う技術も知られている。
【０００４】
　その特許文献１には、電源異常を異常の種別ごとに判別するために、電源異常ステータ
ス情報を生成する手段と、電源の異常状態を表示する表示素子と、電源異常の種類に伴っ
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て表示素子の点滅表示形態を変えて駆動する技術が記載されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　その特許文献１に開示の技術によれば、電源異常を異常の種類ごとに判別できる。しか
しながら、その従来の技術では、複数個の電源を有する電子機器では、電源の個数に応じ
て異常の種別を判別するのに用いる専用の表示素子及びこの表示素子を制御するマイクロ
コンピュータ等を準備しなければならず、電子機器のコストがアップする、表示素子の実
装面積の増大等の不都合が生じる。
【０００６】
　本発明は、上記の事情に鑑みて為されたもので、その目的とするところは、各システム
電圧のうちのいずれのシステム電圧に異常が生じているか否かを示すのに用いる表示素子
と、これ以外の表示に用いる表示素子との共用化を図ることのできる電子機器の異常表示
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る電子機器の異常表示装置は、電子機器のシステム内部で使用する各システ
ム電圧をそれぞれ生成する電源回路と、前記電子機器の入力電源をオンして該電子機器が
立ち上がる前までの間に前記各システム電圧が正常に立ち上がったか否かを検出する電圧
監視回路と、前記電圧監視回路からの信号が入力されて前記各システム電圧のうちのいず
れのシステム電圧に異常が生じているか否かを示す表示素子と、前記各システム電圧が立
ち上がった後に前記表示素子を前記各システム電圧の異常を示すのに用いる表示モードか
ら前記システム電圧の異常を示すのに用いる表示モード以外の表示モードに切り替える切
り替え信号が入力されて、前記表示素子を前記各システム電圧の異常を示すのに用いる表
示モードから該表示モード以外の表示モードに切り替えるスイッチ素子と、を備えている
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、電圧監視回路からの信号が入力されて各システム電圧のうちのいずれ
のシステム電圧に異常が生じているか否かを示す表示素子を、各システム電圧が立ち上が
った後に各システム電圧の異常を示すのに用いる表示モードからこれ以外の表示モードに
切り替えることにより、表示素子の共用化を図ることにしたので、表示素子の個数を共用
化を図った分だけ減少させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は本発明の実施例に係る電子機器の全体構成を示すシステム図である。
【図２】図２は図１に示す電源回路と電圧監視回路との詳細構成を示すブロック回路図で
ある。
【図３】図３は各電圧の立ち上がりを示すタイミングチャートである。
【図４】図４は図２に示す電圧監視回路の詳細構成を示すタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【００１０】
　以下に、本発明に係る電子機の異常表示装置の実施例を図面を参照しつつ説明する。
　図１は、本発明に係る電子機器のシステム全体の構成を示すブロック図である。
　その図１において、１は電源回路、２は電圧監視回路、３は中央演算処理装置（ＣＰＵ
）、４はチップセットである。
【００１１】
　電源回路１は、この実施例では、図２に示すように、ＦＥＴ回路１ａ、３.３Ｖ電源レ
ギュレータ１ｂ、ＦＥＴ回路１ｃ、メモリ電源レギュレータ１ｄ、１.０５Ｖ電源レギュ
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レータ１ｅ、ＣＰＵ電源レギュレータ１ｆから構成されている。
【００１２】
　この電源回路１には入力電源１ｇから５Ｖの入力電圧がヒューズを介して入力される。
電源回路１はこの入力電圧により電子機器の内部で使用する各システム電圧を生成する機
能を有する。
【００１３】
　この電源回路１により生成された各システム電圧は、図４に示す電圧監視回路２に入力
される。この電圧監視回路２は、電子機器の入力電源をオンしてこの電子機器が立ち上が
る前までの間に各システム電圧が正常に立ち上がったか否かを検出する機能を有する。こ
の電圧監視回路２の詳細構成については後述することにし、先に電子機器のシステム全体
の構成について説明する。
【００１４】
　中央演算処理装置（ＣＰＵ）３は、ＤＤＲ３ポートを介してシステムメモリ３Ａと８０
０ＭＨｚの周波数で通信情報の授受を行う。
　チップセット４は、中央演算処理装置（ＣＰＵ）３に接続されている各種の機器の動作
管理を行う機能を有する。そのチップセット４には、ＳＡＴＡコネクタ４ａ、ＰＣＩ　Ｅ
ｘｐｒｅｓｓコネクタ４ｂ、４ｂ’、ＳＰＩ-ＲＯＭ４ｃ、ディスプレイコネクタ４ｄ、
ＵＳＢコネクタ４ｅ、ＬＡＮコントローラ４ｆ、４ｆ’、ＬＡＮコネクタ４ｇ、４ｇ’等
の各機器が接続されている。このチップセット４には、クロックジェネレータ（Ｃlock　
Ｇenerator）４ｈからクロック信号が入力される。
【００１５】
　そのチップセット４には、システム電圧＋５ＶＳＢ、システム電圧＋５Ｖ、＋３.３Ｖ
ＳＢ、＋３.３Ｖが入力され、チップセット４は後述する機能を有する切り替え信号Ｓ１
とパワーオン信号（Ｐower　on信号）Ｓ２とを出力する。
【００１６】
　ＳＡＴＡコネクタ４ａは、ＳＡＴＡポートを介してチップセット４と３Ｇｂpｓで通信
情報の授受を行う。
　ＰＣＩ　Ｅｘｐｒｅｓｓコネクタ４ｂはＰＣＩ－ｅＸ４ポートを介してチップセット４
と２.５Ｇｂｐsで通信情報の授受を行う。
【００１７】
　ＰＣＩ　Ｅｘｐｒｅｓｓコネクタ４ｂ’は、ＰＣＩｅ　Ｉ/Ｆを介してチップセット４
と情報の通信を行う。
　ＳＰＩ-ＲＯＭ４ｃは、ＳＰＩポートを介してチップセット４と情報の授受を行う。
　ディスプレイコネクタ４ｄは、ＵＳＢ２.０　Ｉ/Ｆを介してチップセット４と情報の授
受を行う。
【００１８】
　ＵＳＢコネクタ４ｅは、ＵＳＢ２.０　Ｉ/Ｆを介してチップセット４と情報の授受を行
う。
　ＬＡＮコントローラ４ｆ、４ｆ’は、ＰＣＩｅ　Ｉ/Ｆを介してチップセット４と通信
情報の授受を行う。ＬＡＮコントローラ４ｆ、４ｆ’はＧｂＥを介してＬＡＮコネクタ４
ｇ、４ｇ’と通信情報の授受を行う。
【００１９】
　その電子機器は、予め定められた順序（シーケンス）に従って時系列的にシステム内部
で使用するシステム電圧が生成される。
　図３はそのシステム電圧の立ち上がりのタイミングを示すタイミングチャートである。
　入力電源１ｇがオンされると、図３（ａ）に示すように、入力電圧＋５Ｖ＿ＩＮがシス
テム電圧＋５ＶＳＢとして出力される。また、入力電圧＋５Ｖ＿ＩＮは、＋３.３Ｖ電源
レギュレータ１ｂと１.０５Ｖ電源レギュレータ１ｅとに入力される。
【００２０】
　３.３Ｖ電源レギュレータ１ｂは、入力電圧＋５Ｖ＿ＩＮが入力されると、図３（ｂ）
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、入力電圧＋５Ｖ＿ＩＮが入力されると、図３（ｃ）に示すように、システム電圧＋１.
０５ＶＳＢを出力する。
　チップセット４は、システム電圧＋５ＶＳＢ、＋３.３ＶＳＢが安定すると、図３（ｄ
）に示すパワーオン信号Ｓ２を図２に示すＦＥＴ回路１ａ、１ｃに出力する。
【００２１】
　ＦＥＴ回路１ａは、パワーオン信号Ｓ２が入力されると、図３（ｅ）に示すように、シ
ステム電圧＋５Ｖを出力する。そのＦＥＴ回路１ａからのシステム電圧＋５Ｖはメモリ電
源レギュレータ１ｄに入力される。
　ＦＥＴ１ｃは、パワーオン信号Ｓ２が入力されると、図３（ｆ）に示すようにシステム
電圧＋３.３Ｖを出力する。
【００２２】
　メモリ電源レギュレータ１ｄは、ＦＥＴ回路１ａからシステム電圧＋５Ｖが入力される
と、図３（ｇ）に示すシステム電圧＋１.５Ｖ＿ＶＤＤＱ、図３（ｈ）に示す＋０.７５Ｖ
システム電圧を出力すると共に、メモリ電源オン信号（メモリ電源ＯＮ信号）Ｓ３を出力
する。なお、これらのシステム電圧は、システムメモリ３Ａに使用される。
　ＣＰＵ電源レギュレータ１ｆは、メモリ電源オン信号Ｓ３が入力されると、図３（ｉ）
に示すように、中央演算処理装置において使用されるシステム電圧ＣＰＵＶＣＣを出力す
る。
【００２３】
　電圧監視回路２は、図４に示すように、システム電圧＋５ＶＳＢが正常に立ち上がった
か否かを検出する＋５Ｖ電源検出回路２ａ、システム電圧＋３.３ＶＳＢが正常に立ち上
がったか否かを検出する＋３.３Ｖ電源検出回路２ｂ、システム電圧＋１.０５ＶＳＢが正
常に立ち上がったか否かを検出する＋１.０５Ｖ電源検出回路２ｃ、システム電圧＋５Ｖ
が正常に立ち上がったか否かを検出する＋５Ｖ電源検出回路２ｄ、システム電圧＋３.３
Ｖが正常に立ち上がったか否かを検出する＋３.３Ｖ電源検出回路２ｅ、システム電圧＋
１.５Ｖ＿ＶＤＤＱが正常に立ち上がったか否かを検出する＋１.５Ｖ電源検出回路２ｆ、
システム電圧＋０.７５Ｖが正常に立ち上がったか否かを検出する＋０.７５Ｖ電源検出回
路２ｇ、システム電圧ＣＰＵＶＣＣが正常に立ち上がったか否かを検出する＋１.０Ｖ電
源検出回路２ｈを有する。
【００２４】
　各電源検出回路２ａ～２ｈの検出情報は、８：３エンコーダ２ｉに入力される。８：３
エンコーダ２ｉは、各システム電圧の検出情報をエンコードして、いずれのシステム電圧
に異常が生じているか否かを示す点灯制御信号を後述するスイッチ素子５ａ～５ｃを介し
て表示素子６ｂ～６ｄに向かって出力する機能を有する。
　検出情報の一例を下記の表１に示す。
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【表１】

　その表１において、左側の項目は、電源検出回路による各システム電圧の検出情報を示
し右側は、表示素子６ｂ～６ｄの表示状態を示している。
　この表示素子６ｂ～６ｄの表示とシステム電圧の異常との関係については、後述する。
【００２５】
　表示素子６ｂ～６ｄには、ＬＡＮコネクタ４ｇ、４ｇ’に設けられているＬＥＤ６ａ’
～６ｄ’のうちの３つのＬＥＤが用いられる。
　便宜的に、ＬＥＤ６ａ’をＬＡＮ１左ＬＥＤ、ＬＥＤ６ｂ’をＬＡＮ１右ＬＥＤ、ＬＥ
Ｄ６ｃ’をＬＡＮ２左ＬＥＤ、ＬＥＤ６ｄ’をＬＡＮ２右ＬＥＤとして、ここでは、ＬＥ
Ｄ６ｂ’～６ｄ’が表示素子６ｂ～６ｄに用いられる。なお、ＬＥＤ６ａ’は、全てのシ
ステム電圧が正常に立ち上がった後のシステム異常の判別に用いられ、電源電圧の立ち上
がりの際には消灯とされている。
【００２６】
　スイッチ素子５ａ～５ｃには、切り替え信号Ｓ１が入力される。この切り替え信号Ｓ１
は、各システム電圧が正常に立ち上がった後に、各システム電圧の異常を示すのに用いる
表示モードからシステム電圧の異常を示すのに用いる表示モード以外の表示モードに切り
替える機能を有する。
【００２７】
　ここでは、このスイッチ素子５ａ～５ｃには、システム電圧が立ち上がった後に、シス
テムに異常があった場合には、ＬＡＮコントローラ４ｆ、４ｆ’からシステムの異常を示
すシステム異常制御信号がＬＥＤ制御信号Ｓ６ｂ～Ｓ６ｄとしてスイッチ素子５ａ～５ｄ
を介して表示素子６ｂ～６ｄに入力される。
【００２８】
　これにより、各システム電圧が立ち上がった後は、表示素子６ｂ～６ｄが各システム電
圧の異常を示すのに用いる表示モードからシステム電圧の異常を示すのに用いる表示モー
ド以外の表示モードに切り替え信号Ｓ１によって切り替えられる。
【００２９】
（システム電圧の異常の一例）
　８：３エンコーダ２ｉのエンコード情報は、全てのシステム電圧がＯＦＦのとき、表示
素子６ｂ～６ｄの全てが消灯、システム電圧＋５ＶＳＢがＯＮ、これ以外のシステム電圧
がＯＦＦのとき表示素子６ｄのみ点灯、システム電圧＋５ＶＳＢとシステム電圧＋３.３
ＶＳＢがＯＮ、これ以外のシステム電圧の全てがＯＦＦのとき、表示素子６ｃのみが点灯
、システム電圧＋５ＶＳＢとシステム電圧＋３.３ＶＳＢとシステム電圧＋１.０５ＶＳＢ
とがＯＮ、これ以外のシステム電圧がＯＦＦのとき、表示素子６ｂが消灯でかつ表示素子
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６ｃ、６ｄが点灯、システム電圧＋５ＶＳＢとシステム電圧＋３.３ＶＳＢとシステム電
圧＋１.０５ＶＳＢとシステム電圧＋５ＶがＯＮでこれ以外のシステム電圧がＯＦＦのと
き、全ての表示素子６ｂ～６ｄが消灯、システム電圧＋５ＶＳＢとシステム電圧＋３.３
ＶＳＢとシステム電圧＋１.０５ＶＳＢとシステム電圧＋５Ｖとシステム電圧＋３.３Ｖと
がＯＮでこれ以外のシステム電圧がＯＦＦのとき表示素子６ｂ、６ｄが点灯でかつ表示素
子６ｃが消灯、システム電圧＋５ＶＳＢとシステム電圧＋３.３ＶＳＢとシステム電圧＋
１.０５ＶＳＢとシステム電圧＋５Ｖとシステム電圧＋３.３Ｖとシステム電圧＋１.５Ｖ
＿ＶＤＤＱがＯＮで残りの二個のシステム電圧がＯＦＦのとき、表示素子６ｂ、６ｃが点
灯でかつ表示素子６ｄが消灯、システム電圧＋５ＶＳＢとシステム電圧＋３.３ＶＳＢと
システム電圧＋１.０５ＶＳＢとシステム電圧＋５Ｖとシステム電圧＋３.３Ｖとシステム
電圧＋１.５Ｖ＿ＶＤＤＱと＋０.７５ＶがＯＮでシステム電圧ＣＰＵＶＣＣがＯＦＦのと
き、表示素子６ｂ～６ｄが点灯とされている。
【００３０】
　例えば、このエンコード情報によれば、表示素子６ｂ、６ｄが消灯でかつ表示素子６ｃ
が点灯している場合、システム電圧＋３.３ＶＳＢに関する電源までは正常でかつシステ
ム電圧＋１.０５ＶＳＢに関係する電源が異常であると判断できる。
【００３１】
　また、例えば、全ての表示素子６ｂ～６ｄの全てが点灯のときで、かつ、表示素子６ａ
が消灯のとき、システム電圧ＣＰＵＶＣＣが正常に立ち上がらなかったと判断できる。
　全てのシステム電圧ＣＰＵＶＣＣが正常に立ち上がったときは、全てのＬＥＤ６ａ～６
ｄが点灯する。
【００３２】
　全てのシステム電圧が立ち上がると、チップセット４が切り替え信号Ｓ１をスイッチ素
子５ａ～５ｃに向かって出力し、システム異常が生じた場合、ＬＥＤ制御信号Ｓ６ｂ～Ｓ
６ｄが入力される。
【００３３】
　なお、電源の立ち上がり開始からシステム電圧ＣＰＵＶＣＣが生成されるまでの時間ｔ
（図３参照）は、通常１００ｍｓ程度である。なので、システム生成電圧が立ち上がりシ
ーケンスに従って立ち上がることにより、表示素子６ｂ～６ｄが点滅したとしても、通常
、人の目にはほとんど見えない。システム電圧が異常を生じたときにのみ、表示素子６ｂ
～６ｄの点灯状態を確認できるため、どの電源に異常が生じているのかを認識できる。
【００３４】
　この実施例によれば、電源の異常が生じていない通常使用の表示に用いる表示素子６ｂ
’～６ｄ’と、異常の種別を判別するのに用いる表示素子６ｂ～６ｄとの共用化を図るこ
とにしたので、表示素子６ｂ～６ｄの個数を共用化を図った分だけ減少させることができ
る。
【００３５】
　例えば、専用の表示素子を設けることによる電子機器のコストアップ、この表示素子を
制御するマイクロコンピュータ等を設けることによる電子機器のコストアップ、表示素子
の実装面積の増大等を低減できる。
【符号の説明】
【００３６】
１…電源回路
２…電圧監視回路
５ａ～５ｃ…スイッチ素子
６ｂ～６ｄ…表示素子
Ｓ１…切り替え信号
【先行技術文献】
【特許文献】
【００３７】
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【特許文献１】特開平４－１７２５３９号公報
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